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琉大医総第  52 号 
平成 26 年 4 月 24 日 

 
がん患者・家族関係者 
 部会設置発起人一同 各位 

 
     沖縄県がん診療連携協議会議長 
     琉球大学医学部附属病院長 
         國 吉 幸 男 
 
 

患者・家族部会の設置に関する要望書について（回答） 
 
拝啓、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、誠にあ

りがとうございます。 
 さて、平成 26 年 3 月 25 日付け貴会から、ご要望のありました標記の件につきまして、 

平成 26 年 4 月 7 日に開催された、平成 26 年度第１回沖縄県がん診療連携協議会幹事会に

て審議した結果、「都道府県がん診療連携協議会の設置目的は、がん診療連携拠点病院等の

整備に関する指針（平成 26 年 1 月 10 日付け 健発 0110 第 7 号 厚生労働省健康局長通知）

15 ページ(4)に規定されている下記 10 項目を主としており、当該 10 項目に関する患者家族

の意見に関しては、協議会委員として 4 人および各部会にそれぞれ 1 人ずつ患者・家族関

係委員にご参加いただいていることにより、意見の集約が可能であると考えられるため、」

患者・家族部会の設置は見送ることとなった旨回答いたします。 
 何卒、ご理解の程、宜しくお願い致します。 
 

敬具 
 

     記 
 
がん診療連携拠点病院等の整備について 
 IV 都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件について 

  (4)都道府県協議会を設置し、当該協議会は、当該都道府県内のがん診療に係る情

 報の共有、評価、分析及び発信を行うとともに、診療の質向上につながる取組

 に関して検討し、実践するため、次に掲げる事項を行うこと。 
 ①地域がん診療病院とがん診療連携拠点病院とのグループ指定における、地域

  性に応じたグループ内での役割分担を明確にした上でのグループ指定の組  
  み合わせを決定すること。 



 ②都道府県内のがん診療連携拠点病院、特定領域拠点病院、地域がん診療病院

  の診療実績等を共有すること。(地域連携クリティカルパスの活用実績や地域

  の医療機関との紹介・逆紹介の実績、相談支援の内容別実績、がん患者の療

  養生活の質の向上に向けた取組状況等を含む。) 
 ③当該都道府県におけるがん診療及び相談支援の提供における連携協力体制   
  について検討すること。 
 ④当該都道府県におけるがん診療連携拠点病院、特定領域拠点病院、地域がん      

  診療病院が作成している地域連携クリティカルパスの一覧を作成・共有する

  こと。 
 ⑤当該都道府県内の院内がん登録のデータの分析、評価等を行うこと。 
 ⑥当該都道府県におけるがん診療連携拠点病院、特定領域拠点病院、地域がん

  診療病院への診療支援を行う医師の派遣に係る調整を行うこと。 
 ⑦Ⅱの3の(1)に基づき当該都道府県におけるがん診療連携拠点病院が実施する

  がん医療に携わる医師を対象とした緩和ケアに関する研修その他各種研修     
  に関する計画を作成すること。 
 ⑧当該都道府県内の医療機関における診療、緩和ケア外来、相談支援センター、

  カンドオピニオン、患者サロン、患者支援団体、在宅医療等へのアクセスに

  ついて情報を集約し医療機関間で共有するとともに、冊子やホームページ  

  等でわかりやすく広報すること。 
 ⑨国協議会との体系的な連携体制を構築すること。 
 ⑩国立がん研究センターによる研修に関する情報や国協議会での決定事項が   

  確実に都道府県内で共有される体制を整備すること。 
 （平成 26 年 1 月 10 日付け 健発 0110 第 7 号 厚生労働省健康局長通知 一部抜粋） 

 
         以上 


